
病院図書室 １７（４）：１１２－１１５，１９９７

公共図書館の「病院サービス」

一病院の立場からー

１。はじめに

１９９７年５月、枚方市立図書館の「病院サー

ビス」が星ヶ丘厚生年金病院でも開始された。

１９７６年に市立図書館による団体貸出が病院で

最初に検討されてから、実に２０年を経て実現

されたことになる。

以下、この間の経過を改めて整理するとと

もに公共図書館による「病院サービス」につ

いて若干考察してみたい。

２。「病院サービス」受入の経過

１９７６年以降、受入までの経過は下記の通り

である。

１９７６年 枚方市立図書館長当院訪問

病院への団体貸出について検討

１９８８年 市立図書館ＢＭ担当職員の訪問

小児科病棟への団体貸出の検討

１９９４年 市立図書館員の訪問

小児科病棟への団体貸出開始

１９９５年 小児科病棟子ども向け行事の開始

１９９６年 香里ケ丘図書館のＢＭ担当職員の

訪問

「病院サービス」受入の検討

１９９７年 ５月「病院サービス」開始

近畿病院図書室協議会が設立されたのは、

１９７４年１１月であるが、設立準備のために京都

南病院の図書室を何度か訪れ、医学書の他に

職員や患者さん向けの一般書も収集し、貸出

す と う よし こ： 星 ヶ丘厚 生年 金病 院図 書 室

首 藤 佳 子

していることを知った。このようなサービス

が当院でも実施できたらと考えてはみたもの

の、当時はとてもそれがかなえられるような

状況ではなかった。その後、２年ほど経って

当時の枚方市立図書館館長のＴ氏が当院図書

室に訪ねてこられた。院内各部署の読書環境

一結核病棟の患者自治会の図書コーナー、小

児科病棟プレイルーム、院内学級などーをみ

ていただきながら市立図書館の病院への団体

貸出の可能性についてあれこれ相談した。そ

のことが全く不可能というわけではないと分

かって、今度は院内で副院長や図書委員長と

検討を始めたが、本を通した感染に関する問

題、本の管理の問題（本の保管場所、保管方

法など）、人の問題（本の管理責任者、貸出

・返却業務など）の点で時期尚早との判断が

下されて見送っている。

それから１０年ほど経って再度ＢＭ担当職員

の訪問を受けた。小児科病棟への団体貸出に

ついて一定話が進んだが、この時は手続き上

の問題で頓挫した。すなわち、実施に向けて

市立図書館側は利用者からの要望書の提出が

前提と考え、病院側は院内での検討に当たっ

て図書館からの要請が欲しいと両者の間で調

整かっかず残念ながらこ の時も実施に至らな

かった。その後、１９９４年にまた市立図書館員

の訪問を受け、小児科部長、小児科病棟婦長

の責任でプレイルームへの団体貸出が実現し、

１９９５年からは子ども向けの行事（読み聞かせ、

紙芝居、人形劇、工作など）も始められてい

る。

一１１２－



病院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎｏ．４，１９９７

翌１９９６年、今度はＢＭによる「病院サービ

ス」について市立図書館員の方の訪問を受け

た。枚方市民病院での実践の模様をビデオで

見せていただき、また貸出件数などの実績も

紹介していただいた。今までと異なり、最初

から庶務課長の同席を求め、直接事務方へ働

きかけてもらうことで、院内での合意を得る

手続きをショートカットした。その後何度か

市立図書館員の訪問を受ける中、院内では感

染対策委員会委員長や細菌検査室室長との話

し合い、事務局内での検討が続き、ようやく

１９９７年５月実施に至った。

今回、当院で「病院サービス」を実現する

ことができたのは、すでに小児科病棟での数

年の実績があったこと、枚方市民病院での

「病院サービス」の実績を詳しく紹介してい

ただいたことの２点が大きな要因である。こ

れによってかなり具体的なイメージを描くこ

とができた。また、このサービスを患者さん

のみならず職員の福利厚生面からも捉えたこ

と、看護学校から学生の読書のチャンスとし

て活かしたい旨意見が出されたことなども効

果があったと考えられる。しかし、この間の

長い経過を見ると枚方市立図書館員の長期間

に亘るねばり強い働きかけこそがこの「病院

サービス」を実現させた真の原動力であった

といえる。

３。「病院サービス」の阻害要因とその解決

病院における公共図書館の患者サービス阻

害要因を当院の経験からみると以下のように

なる。

（１）感染と消毒の問題

（２）本の管理の問題

（３）人的な問題

（４）手続き上の問題

本を通した感染の問題は感染するとも断言

できないし、絶対感染しないとも言い切れな

いやっかいな問題である。また、潔癖な人に

とっては「気持ち悪い」という感情的な反応

を引き起こす可能性もある。今回は院内感染

対策委員会委員長、庶務課長とも話し合い、

「感染症を持つ人の利用、および結核病棟へ

の貸出を禁止する」という利用制限を設ける

ことによってとりあえず実施に至った。本の

管理の問題は、特に団体貸出の際に問題にな

ることである。本の配架場所、保管方法など

をどうするか、貸出、返却業務は誰がどのよ

うに行うか、本の利用に付随するさまざまな

サービスは誰が提供するのかがさし当たって

の問題になるであろう。１９７６年当院で団体貸

出を検討した際にはこれらが大きな問題で

あった。今回は市立図書館のＢＭサービス（店

開き方式）を受けることによってこのあたり

の問題を解決できた。病院側のもっとも心配

していた退院患者の本の返却については市立

図書館に返却本ブックポストを設置していた

だいた。これは、患者さんにも本の返却につ

いて安心感を与えることができ、想像以上に

大きな効果があった。

実際の「病院サービス」開始に当たっては

当院のように一定公的な性格を持つ病院に

とっては手続き上の問題も無視できない。院

内での合意、文書上の処理など病院の事務方

との折衝が大切になってくる。初めから事務

方も含めて話し合い、手続きの合理化を考え

るのがよいと思われる。当院では、今回市立

図書館から要請の文書をいただき、それに

則って院内で検討、決済に至った。

以上のように、当院における公共図書館の

「病院サービス」はこれを阻害していた要因

のほとんどを市立図書館に解決していただく

形で実現した。また、それとは別に、医療に

対する考え方の変化一医療において病気の診

断や治療をするのみならず患者さんのこころ

のケア、生き甲斐、アメニティへの顧慮がな

されるようになったことも実現の背景にはあ

るかも知れない。

４。「病院サービス」受入に際しての当院で

の取り組みと実施後の反響

実施に際して院内で行ったことは以下の通

りである。

（１）運営委員会での院内各部署への周知
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（２）病棟への案内

（３）病院ニュースへの案内記事掲載

（４）実施日の院内放送

「病院サービス」に関するポスターやちら

しは市立図書館で準備していただいた。

実施後の反応（貸出冊数、新規登録者、利

用者の声など）は実際にサービスを提供して

いる市立図書館の方に寄せられるが、今のと

ころ順調に推移しているようである。当院で

は職員の利用がかなりあり、その点が特徴的

であるようだが、職員の福利厚生 も含めて

「病院サービス」を受け入れたことを考える

とその趣旨はよく果たされていると思う。職

員の利用が多いのは歓迎すべきことで、この

ことが患者さんの図書利用、ひいては「病院

サービス」継続の大きな力になることが期待

できるのはないかと考えている。

ところで、今まで当院において患者さんに

対する図書サービスが全く行われていなかっ

たわけではない。１０年近く前より職員有志

（医師や技師）によって、リハビリ棟では書

架２台に主として文庫本が並べられ、外科外

来の待合いには雑誌が置かれて患者さんが自

由に利用できるようになっていた。これらは

常設されていることもあって実によく利用さ

れていたのであるが、廊下に並べられていた

ので消防法に違反するとして撤去されてし

まった。その後間もなくしてこの「病院サー

ビス」が実施されることになり、その後を埋

める、より充実した図書サービスとして期待

されているところである。

５。小児科病棟における団体貸出と子ども向

けの行事

月２回のＢＭによる「病院サービス」とは

別に小児科病棟ではプレイルームへの団体貸

出と子ども向けの行事が市立図書館によって

実施されている。

当院の小児科病棟では入院時にゲームは持

ち込みは禁止、おもちや３つだけ可、病室で

のテレビ禁、学童以上は週３回の面会、毎日

の安静時間はＰＭ１時～３時、など入院生活に
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さまざまな制限が設けられている。また、常

時安静を必要とする児は全体の約１割程度、

平均在院日数は約１０日である。もともと幼児

や学童をベッド上で安静に休ませるのは難し

いが、このような制限のある中ではいろいろ

と工夫が必要になる。その際に公共図書館か

ら貸出を受けた本はたいへん役に立っている

ようである。小児科病棟では家族や看護婦が

ベッドサイド、あるいはプレイルームで患児

に本を読み聞かせしている姿がよく見られる。

ここで意外だったのは病棟では在院日数が短

縮したことで却って本の需要、必要性が増し

たと考えていることである。長期にわたる入

院ではそれなりに身の回りに必要な品が揃う

が、短期ではその余裕はなく、短い入院期間

中はまた大切な安静期間でもあるかららしい。

小児科では病気の治療と並行して児の発達も

考える必要があり、この点からも児童書の果

たす役割は大きく、図書サービスは意義深い。

また、子どもたちにとって退屈極まりない入

院生活に楽しみとメリハリをつけるために病

棟ではいろいろな行事が計画されているが、

その一つに２ヵ月に１度市立図書館の行事

（人形劇、ストーリーテリング、紙芝居、工

作など）が定例化されているのはありかたい

ことである。

６。なぜ公共図書館の「病院サービス」か

一公共図書館への期待一

本誌１６巻２号（１９９６年）に前加古川市立図

書館館長の堀江氏が「公共図書館における医

学書の所蔵状況とレファレンス」という論文

を発表しておられる。これによると、兵庫県

下１０の公共図書館のうち何らかの形で病院に

一般図書の貸出をしている図書館が３館ある。

公共図書館の「病院サービス」は一定の条件

さえ整えば可能なのではないか、ごく専門的

な情報提供に関してはともかく、一般書の

サービスは決して非現実的でも不合理なこと

でもないという印象を持った。

当院では当初より一貫して公共図書館によ

る患者さんへの図書サービスを望んでいた。
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まず、そういったサービスが病院内ではなか

なか実現しそうにないという現実があったの

だが、公共図書館のサービスに期待する点は

何と言っても蔵書の厚みである。新刊書や多

くの分野を網羅した図書が揃っていること、

リクエストに対してフレキシブルで素早い対

応が期待できることなどである。ひとつの病

院ではとてもまかないきれない多様なニーズ

に対するサービスの質と量が保障されるのは

魅力的である。また、日常的に一般市民に

サービスを提供している公共図書館員のノウ

ハウ、専門性も「病院サービス」には不可欠

であろう。更に、ひとつの病院内で行うサー

ビスは状況の変化に伴って恣意的になり勝ち

で、それを防ぐ意味からもこうしたサービス

ができるだけ公的に、組織的に運営され、継

続されることが望ましいと考えたからである。

最近の医療情勢の変化により医療機関と地

域、医療と行政の連携が一層推進されるであ

ろうことを考えると、また在院日数が短くな

り患者さんにとって病院と地域（自宅）の垣

根が低くなってきていることを考えると、公

共図書館が両者を結ぶ一貫したサービスを提

供するのは意義深いことである。こうした取

り組みを通して、今後地域内の各種図書館の

棲み分け、ネットワーク化かすすめばより一

層充実したサービスの体制を築くことができ

るのではないかと考えている。

了。今後の課題

以上、当院における公共図書館の「病院

サービス」について簡単に紹介した。最後に

このサービスを受ける病院の立場から今後の

課題について以下の４項目に簡単に触れてお

きたい。

（１）日常的なＰＲの必要性

（２）感染と消毒の問題

（３）医学医療情報の提供に関する課題の解決

（４）ニーズの多様化とその対応

何度も触れたように現在在院日数は短くな

つてきており、患者さんの入れ替わりが激し

くなってきている。そのため、「病院サービ

ス」について院内で日常的に継続してＰＲす

る必要がある。ＰＲは患者さんのみならず、

医療スタッフに対しても必要であろう。その

他、病院案内パンフレットでの紹介、イン

ターネットホームページでの案内、などなど

多様な広報活動を考えるべきであろう。

また、感染と消毒の問題は常に念頭に置い

ておきたいと考えている。特に当院は結核病

棟を有しており、エイズ診療の拠点病院でも

ある。院内感染予防の面からも「病院サービ

ス」が一定軌道に乗った段階で、市立図書館

とも協力して一度何らかの検査をしたいと考

えているし、こういった事柄に関連する文献

にも引き続き注目していきたい。

医学医療情報の提供に関しては今のところ

格別な問題は起こっていないが、今後に向け

て考慮すべき点は多いと考えている。「病院

サービス」用の図書の選択、患者さんからの

リクエストに応えて提供する情報の選択など

には一定の専門性が必要となるかも知れない。

できれば、双方で話し合いの機会を設け、

サービスの範囲、方法などに一定の合意を得

ることができるのが望ましい。

一方、こうした「病院サービス」のような

新しいサービスが提供されることは隠れた

ニーズを充足させる一方で、また新しいニー

ズを喚起することにもなる。用意される本の

冊数、サービスの頻度、利用時間、あるいは

サービスの種類や方法などについて利用者か

ら新たな要望が出される可能性もある。その

際にはこれらの要望を受け入れることができ

るかどうか、どの程度受け入れるのか、より

充実した図書館サービスへと発展させること

ができるかどうかが問われてくる。この点に

ついては、ボランティアの導入、サービスを

受ける病院側での一定の負担なども視野に入

れて検討してみてはどうだろうかと考えてい

る。
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